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西暦 年 歳 伊藤千代子関係 社会状況

1924 13 19
５月　 仙台・尚絅女学校高等科英文予科
入学　 （浅野晃、諏訪中学英語教師に～
25年２月）

学生社会科学連合会（学連）結成

1925 14 20 東京女子大英語専攻部２年に編入学　大学

内の社会科学研究会結成に参加

治安維持法公布、男子普通選挙法公布、
日本労働組合評議会結成、『女工哀史』

出版７月

1926 昭１ 21
学外マルクス主義学習会参加、浅野晃を知
る　学内の「社研」組織拡大、社研講師活

動で塩沢富美子らを指導

京大学連事件、労農党結成

1927 2 22 「女子学連」結成に参画、委員に　岡谷山

一林組争議激励、　９月、浅野晃と結婚

女子学連結成（東京女子大、日本女子大
中心）　共産党27年テーゼ　金融恐慌、
山東出兵

1928 3 23

２月普選支援活動、２月２９日入党（中央
事務局所属）　３・15弾圧で検挙、特高の
拷問をうけ、起訴、市ケ谷刑務所へ勾留、
獄中で学習をつづけ、同志を励まし闘う

普選に党候補労農党から立候補、山宣ら
当選　「赤旗」創刊　３・15弾圧（検挙
1600人余）特高警察全国に設置　治安維
持法死刑法に　全協結成　小林多喜二
「1928年３月15日」

1929 4 24
水野、浅野ら獄中で変節するも頑強に闘う

８/１　拘禁精神病発症　８/17　松澤病院
へ収容　９/24　急性肺炎で死去

３/５　山本宣治右翼暴漢に刺殺さる
４・16弾圧（検挙1000人余）　９/30水野
成夫・浅野晃ら除名　「赤旗」復刊

1930 5

1933 8 小林多喜二築地署で虐殺さる

1934 9 野呂榮太郎品川署の拷問で病状悪化絶命

1935 10

1992 平４

1994 6

1997 9

2004

2005 17

1994 6

1997 9

2004

7.21　伊藤千代子顕彰碑建立

9.24　没後75周年　（９/23　東京・記念のつどい）

4.１　伊藤千代子生前最後（獄中）の手紙４通公開（苫小牧市立中央図書館）
7.３　「伊藤千代子最後の手紙公開記念の集い」（苫小牧＝講師・澤地久枝氏）
7.17　生誕100周年記念事業（墓前・碑前祭、記念集会）

『日本共産党の70年』顕彰記述

7.21　伊藤千代子顕彰碑建立

9.24　没後75周年　（９/23　東京・記念のつどい）

片山潜「コミンテルン」誌で伊藤千代子を称賛

土屋文明「某日某学園にて」で"伊藤千代子がこと"を詠う　秋元波留夫松澤病院に勤務、
治安維持法弾圧による拘禁精神病患者治療に専心

3.５　日本共産党中央委員会総会で宮本顕治議長（当時）伊藤千代子ら顕彰発言

『日本共産党の70年』顕彰記述


